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４月14日（火）鳥羽中央中学校の開校式が挙行されました。４月14日（火）鳥羽中央中学校の開校式が挙行されました。

鳥羽市議会各種ＳＮＳ



2わたしの議会。

3月
議会報告

　令和８年度鳥羽市一般会計予算ほか、鳥羽市特定乳児等通園
支援事業の運営に関する基準を定める条例の制定についてな
ど、執行部提案議案３４件、諮問１件、発議１件を審議しました。

・
議
案
質
疑
・

議
案
第
99
号　

令
和
８
年
度
鳥
羽
市
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
１
号
）

問	�

土
地
を
更
地
に
し
て
取
得
す
る
と
い
う
事
業

の
進
め
方
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
見
て
法

的
に
問
題
は
な
い
か
。

答	�

市
長　

地
方
公
共
団
体
が
不
動
産
を
取
得
す

る
に
あ
た
っ
て
、
最
も
客
観
的
か
つ
強
力
な

論
拠
と
な
る
国
土
交
通
省
の
「
公
共
用
地
の

取
得
に
伴
う
損
失
補
償
基
準
」
を
踏
ま
え
て

算
出
を
し
ま
し
た
。
こ
の
算
定
手
法
及
び
本

件
の
取
得
過
程
・
手
法
全
体
に
つ
き
ま
し
て

は
、
事
前
に
弁
護
士
等
と
の
専
門
的
な
相
談

も
行
い
、
公
共
取
得
と
し
て
適
法
か
つ
妥
当

で
あ
る
と
い
う
明
確
な
判
断
を
得
て
お
り
、

公
平
性
及
び
妥
当
性
に
つ
い
て
は
十
分
担
保

さ
れ
て
お
り
、
法
的
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん
。

市
長法

的
に
問
題
は
あ
り
ま
せ
ん

濱は
ま
ぐ
ち
ま
さ
ひ
さ

口
正
久

事
業
の
進
め
方
は
法
的
に

問
題
は
な
い
か

　令和８年度予算の規模は、一般会計、特別会計及び企業会計で総額238億8,100万円となり、
前年度（※）と比べ８億4,249万５千円（3.7%）の増となっています。
　一般会計では、前年度より７億9,300万円（5.7%）増の148億円となっています。
　また、特別会計では前年度より１億1,700万円（1.7%）増の総額69億3,900万円となり、企業会
計では前年度より6,750万５千円（3.1%）減の21億4,200万円となっています。
※�令和７年度予算は骨格予算として編成したため、前年度比較は６月補正（第２号）後の予算と比
較しています。

令和８年度当初予算の概要

令和８年度 令和７年度
（６月補正後）

前年度比較
増減額 伸率

一　般　会　計 14,800,000 14,007,000 793,000 5.7

特別会計

国民健康保険事業 2,640,000 2,690,000 △ 50,000 △ 1.9
介護保険事業 2,863,000 2,843,000 20,000 0.7
定期航路事業 777,000 665,000 112,000 16.8
後期高齢者医療 659,000 624,000 35,000 5.6

小　計 6,939,000 6,822,000 117,000 1.7

企業会計
水道事業 1,943,200 2,001,105 △ 57,905 △ 2.9
下水道事業 198,800 208,400 △ 9,600 △ 4.6

小　計 2,142,000 2,209,505 △ 67,505 △ 3.1
合　計 23,881,000 23,038,505 842,495 3.7

全会計当初予算の規模 （単位：千円・％）
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・
議
案
質
疑
・

議
案
第
１
０
２
号　

鳥
羽
市
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問	�

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
課
税
額
を
新
た
に
創

設
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

答	�

市
民
課
長　

新
た
に
賦
課
を
さ
れ
る
も
の
で

ご
ざ
い
ま
す
。

問	�

本
市
の
国
保
世
帯
全
体
の
新
た
な
負
担
額
と
、

対
象
世
帯
数
は
ど
れ
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

答	�

市
民
課
長　

県
か
ら
通
知
の
あ
っ
た
令
和
８

年
度
の
納
付
額
は
１
４
６
８
万
２
４
２
２
円

と
な
り
ま
す
。
対
象
世
帯
に
つ
き
ま
し
て
は
、

本
年
２
月
末
の
世
帯
数
は
２
７
２
４
世
帯
と

な
り
ま
す
の
で
、
約
２
７
０
０
世
帯
に
な
る

と
推
測
さ
れ
ま
す
。

市
民
課
長

新
た
に
賦
課
を
さ
れ
る
も
の

で
あ
る

戸と

上が
み　

健け
ん

子
ど
も
子
育
て
支
援
金
課
税
額
を

新
た
に
創
設
す
る
の
か

行
政
常
任
委
員
会

　

審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

議
案
第
77
号　

鳥
羽
市
中
小
企
業
・

小
規
模
企
業
振
興
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

中
小
企
業
等
に
対
す
る
市
及
び
商

工
団
体
等
の
責
務
と
役
割
を
明
確
に

し
、
中
小
企
業
等
の
振
興
に
関
す
る

施
策
の
基
本
的
方
針
を
定
め
る
。

〈
内
容
〉
市
は
、
中
小
企
業
等
の
創
意

　

�

工
夫
や
経
営
の
向
上
に
対
す
る
主

体
的
な
取
り
組
み
に
対
し
、
商
工

会
議
所
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
等
と
連
携
し
、
着
実
に
実
行
で

き
る
よ
う
必
要
な
支
援
を
講
ず
る
。

問	�

産
業
振
興
計
画
の
策
定
を
念
頭
に

置
い
た
の
か
。

答	�

条
例
の
中
に
実
施
計
画
に
当
た
る

内
容
を
入
れ
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
条
例
を
踏
ま
え
て
、
今
後
ど

の
よ
う
に
産
業
振
興
を
実
施
し
て

い
く
か
に
つ
い
て
は
、
予
算
で
示

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　各常任委員会に 31 議案が付託されました。常任委員会報告

議
案
第
79
号 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

次
の
と
お
り
、
所
要
の
改
正
を
行
う
。

〈
主
な
内
容
〉

○	�

船
舶
職
員
等
の
特
殊
勤
務
手
当
を

支
給

 

●	�

船
長
及
び
機
関
長
と
し
て
そ
の
職

務
に
従
事

 

●	�

運
航
管
理
者
、
運
航
管
理
者
代
行

及
び
運
航
管
理
補
助
者
と
し
て
職

務
に
従
事

 

●	�

船
員
と
し
て
船
舶
に
乗
り
込
み
、

そ
の
職
務
に
従
事

問	�

船
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
つ
い

て
、
今
後
ま
だ
上
げ
て
い
く
考
え

は
あ
る
の
か
。

答	�

全
国
的
な
船
員
の
手
当
等
を
見

な
が
ら
、
上
げ
ら
れ
る
と
こ
ろ
は

上
げ
て
い
き
た
い
。

特殊勤務手当の見直しにより、
船員の処遇改善が図られました。
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審
査
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

　

３
月
10
日
～
13
日
ま
で
行
わ
れ
た

当
初
予
算
の
審
査
に
お
い
て
は
、
毎

日
の
審
査
終
了
後
に
「
振
り
返
り
」

を
行
い
、
委
員
間
討
議
に
よ
っ
て
論

点
、争
点
を
洗
い
出
し
ま
し
た
。以
下
、

委
員
全
員
で
合
意
し
た
指
摘
、
意
見
、

要
望
に
関
し
て
報
告
し
ま
す
。

議
案
第
69
号　

令
和
８
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
予
算

【
鳥
羽
駅
周
辺
エ
リ
ア
再
生
事
業
】

  

●	�

本
市
の
将
来
に
関
わ
る
重
要
事
業

と
し
て
期
待
す
る
意
見
が
あ
る
一

方
で
、
総
事
業
費
や
市
費
負
担
の

見
通
し
、
不
確
定
要
素
の
多
さ
な

ど
を
踏
ま
え
る
と
、
早
期
に
全
体

像
と
財
政
負
担
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
提
示
し
、
市
民
へ
の
説
明
責
任

を
果
た
す
よ
う
求
め
る
指
摘
が
あ

り
ま
し
た
。

【
介
護
予
防
・
地
域
支
え
合
い
事
業
】

  

●	�
高
齢
者
交
通
パ
ス
事
業
に
つ
い
て
、

高
齢
者
の
外
出
支
援
や
健
康
寿
命

の
延
伸
に
資
す
る
取
組
と
し
て
評

価
す
る
声
が
多
く
上
が
る
一
方
、

事
業
の
効
果
や
地
域
公
共
交
通
全

体
と
の
整
合
性
を
十
分
に
検
証
す

べ
き
と
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
海
女
文
化
継
承
啓
発
事
業
】

  

●	�

海
女
文
化
が
本
市
を
代
表
す
る
重

要
な
地
域
資
源
で
あ
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
そ
の
継
承
に
向
け
た
取
組

は
将
来
へ
の
投
資
と
の
認
識
の
も

と
、
市
と
し
て
さ
ら
な
る
支
援
の

拡
充
を
す
べ
き
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

【
観
光
施
設
維
持
管
理
事
業
】

  

●	�

宿
泊
施
設
の
美
観
整
備
を
促
進
す

る
こ
と
は
観
光
客
に
と
っ
て
も
景

観
向
上
に
つ
な
が
り
、
宿
泊
税
の

恩
恵
を
事
業
者
が
受
け
ら
れ
る
点

で
も
評
価
し
た
い
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

【
教
育
支
援
事
業
】

  

●	�

ヘ
ル
メ
ッ
ト
補
助
に
つ
い
て
、
対

象
学
年
を
限
定
す
る
根
拠
が
乏
し

く
、
公
平
性
に
欠
け
る
の
で
は
と

の
厳
し
い
指
摘
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

本
事
業
を
巡
っ
て
は
、
一
時
は
修

正
動
議
の
提
出
も
検
討
さ
れ
ま
し

た
が
、
委
員
間
討
議
の
結
果
、
市

長
に
対
し
て
実
態
に
即
し
た
制
度

設
計
を
求
め
る
提
言
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
確
認
し
、
修
正
動
議
の

提
出
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

【
提
言
書
の
提
出
に
つ
い
て
】

　

３
月
23
日
本
会
議
終
了
後
に
、
河か

わ

村む
ら

議
長
、
南み

な
み

川が
わ

副
議
長
、
木き

の

下し
た

予
算

決
算
常
任
委
員
長
、
世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

予
算

決
算
常
任
副
委
員
長
が
市
長
室
を
訪

れ
、市
長
に
対
し
「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
購
入
費
補
助
制
度
の
対
象
者
拡
大

及
び
交
通
安
全
対
策
の
充
実
に
対
す

る
提
言
」
の
提
出
を
行
い
ま
し
た
。

常任委員会報告

予
算
決
算
常
任
委
員
会

みんなで描いた将来のイメージ（鳥羽駅周辺エリア2040将来ビジョンより）
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●	�


防
災
資
機
材
等
整
備
事
業
（
国
の

地
域
未
来
交
付
金
（
地
域
防
災
緊

急
整
備
型
）
の
採
択
を
受
け
た
こ

と
か
ら
、
避
難
所
の
生
活
環
境
を

改
善
す
る
た
め
の
資
機
材
整
備
に

係
る
費
用
を
補
正
）

…
５
０
０
０
万
円

問	�

金
額
の
大
き
な
資
機
材
を
優
先

的
に
購
入
す
る
の
で
は
な
く
、
既

に
あ
る
物
や
新
し
い
物
を
組
み

合
わ
せ
て
導
入
す
る
理
由
は
。

答	�

今
回
、
避
難
所
の
生
活
環
境
の

向
上
を
目
的
と
し
て
い
る
。
大
き

な
災
害
か
ら
小
さ
な
災
害
ま
で

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め

に
、
交
付
金
で
購
入
で
き
る
も
の

を
広
く
選
定
し
に
い
っ
た
。

検
討
し
て
い
る
。
国
・
県
等
の
財

源
確
保
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に

行
い
た
い
。

 

●	�


神
島
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
運
営
経

費
（
施
設
の
経
年
劣
化
に
よ
る
軒

天
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
落
に
伴
い
、

改
修
費
用
を
補
正
）

…
３
８
７
万
７
０
０
０
円

問	�

迅
速
か
つ
最
大
限
の
対
応
を
し
て

い
た
だ
い
た
。
神
島
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
は
複
数
の
役
割
を
持
つ
施

設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
在

り
方
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
ほ

し
い
が
、
課
と
し
て
の
見
解
は
。

答	�

複
合
施
設
の
必
要
性
に
つ
い
て
は

認
識
し
て
い
る
。
今
後
、
住
民
と

の
協
議
が
加
速
す
る
よ
う
に
課
と

し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

な
お
、
提
言
書
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。

議
案
第
99
号　

令
和
８
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

〈
主
な
補
正
予
算
の
内
容
と
質
疑
応
答
〉

 

●	�


鳥
羽
駅
周
辺
エ
リ
ア
再
生
事
業

（
鳥
羽
駅
周
辺
エ
リ
ア
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、「
鳥
羽
パ
ー
ル
ビ

ル
」
の
用
地
を
取
得
し
、
エ
リ
ア

ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
く
事
業
を
推
進

す
る
）

…
６
億
２
４
１
２
万
３
０
０
０
円

問	�

６
億
２
０
０
０
万
円
と
い
う
市

費
を
投
ず
る
こ
と
は
大
き
な
金

額
で
あ
る
が
、
財
源
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
検
討
さ
れ
た
の
か
。

答	�

出
来
る
だ
け
一
般
財
源
へ
の
影
響

を
少
な
く
、
鳥
羽
駅
周
辺
エ
リ
ア

の
活
性
化
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税

の
枠
組
み
の
使
途
を
追
加
し
た
。

観
光
庁
の
新
た
な
補
助
制
度
も

常任委員会報告

議
案
第
69
号　

令
和
８
年
度
鳥
羽
市

一
般
会
計
予
算

濱は
ま

口ぐ
ち　

正ま
さ

久ひ
さ　

議
員

《
　
賛
　
成
　
》

議
案
第
70
号　

令
和
８
年
度
鳥
羽
市

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

戸と
　
が
み上　

健け
ん　

議
員

《
　
反
　
対
　
》

議
案
第
97
号　

鳥
羽
市
国
民
健
康

保
険
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

戸と
　
が
み上　

健け
ん　

議
員

《
　
反
　
対
　
》

議
案
第
１
０
０
号　

鳥
羽
市
市
税

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

戸と
　
が
み上　

健け
ん　

議
員

《
　
反
　
対
　
》 討　

論

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
い
て

意
見
を
求
め
る
こ
と
に
同
意

　

掛か
け

橋は
し　

敏と
し

也や　

氏
人　

事

用地取得に向け動き出す「鳥羽パールビル」
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議員別表決結果令和８年2月25日～ 3月31日会議 ○○：賛成　××：反対
－：欠席もしくは棄権

議
案
番
号

議
案
名

議
決
日

審
議
結
果

倉く
ら

田た

正ま
さ

義よ
し

五い
が
ら
し
十
嵐
ち
ひ
ろ

世せ

古こ

雅ま
さ

人ひ
と

山や
ま

本も
と

欽よ
し

久ひ
さ

瀬せ

﨑さ
き

伸し
ん

一い
ち

南み
な
み

川が
わ

則の
り

之ゆ
き

濱は
ま

口ぐ
ち

正ま
さ

久ひ
さ

河か
わ

村む
ら　

孝た
か
し

戸と

上が
み　

健け
ん

木き
の

下し
た

順じ
ゅ
ん

一い
ち

坂さ
か

倉く
ら

広ひ
ろ

子こ

尾お

﨑ざ
き　

幹み
き

世せ

古こ

安や
す

秀ひ
で

69 令和８年度鳥羽市一般会計予算

3月23日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

議
長
に
つ
き
表
決
な
し

○○ ○○ ○○ ○○ ○○
70 令和８年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計予算 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○
71 令和８年度鳥羽市介護保険事業特別会計予算 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
72 令和８年度鳥羽市定期航路事業特別会計予算 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
73 令和８年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
74 令和８年度鳥羽市水道事業会計予算 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
75 令和８年度鳥羽市下水道事業会計予算 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

76 鳥羽市特定乳児等通園支援事業の運営に関する
基準を定める条例の制定について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

77 鳥羽市中小企業・小規模企業振興条例の制定に
ついて 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

78 鳥羽市会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

79 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部改正に
ついて 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

80 鳥羽市福祉医療費助成に関する条例の一部改正
について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

81 鳥羽市診療所の設置及び管理に関する条例の
一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

82 鳥羽市消防団員等公務災害補償条例の一部改正
について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

83 鳥羽市火災予防条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

84 第六次鳥羽市総合計画後期基本計画の策定に
ついて 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

85 鳥羽市過疎地域持続的発展計画の変更について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
86 鳥羽市辺地の総合整備計画の変更について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
87 第３次鳥羽市観光基本計画の策定について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
88 指定管理者の指定について（鳥羽市立海の博物館） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
89 指定管理者の指定について（鳥羽大庄屋かどや） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
90 令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第11号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

91 令和７年度鳥羽市国民健康保険事業特別会計
補正予算（第３号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

92 令和７年度鳥羽市定期航路事業特別会計補正
予算（第４号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

93 令和７年度鳥羽市後期高齢者医療特別会計補正
予算（第３号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

94 令和７年度鳥羽市水道事業会計補正予算（第５号） 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

95
鳥羽市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部改
正について

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

96 鳥羽市家庭的保育事業等の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

97 鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○
98 鳥羽市介護保険条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
99 令和８年度鳥羽市一般会計補正予算（第１号）

3月31日

可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
100 鳥羽市市税条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ×× ○○ ○○ ○○ ○○
101 鳥羽市都市計画税条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○
102 鳥羽市国民健康保険税条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

諮問1 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて
3月23日

同意 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

発議5 議会の議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部改正について 可決 ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○○

報告8 専決処分した事件の報告について（令和７年度鳥羽市一般会計補正予算（第10号））

報
告
に
つ
き

採
決
な
し
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南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき

問	�

白
木
町
の
自
主
防
災
会
は
、
公
助
が
行
き

渡
る
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
と
い
う
想
定

の
も
と
、
町
民
一
人
一
人
の
防
災
力
の
向

上
を
目
指
し
、
危
険
個
所
マ
ッ
プ
な
ど
に

危
険
個
所
の
情
報
と
写
真
も
掲
載
し
て
避

難
所
ま
で
の
経
路
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
取
組
に
つ
い
て
評
価
、
感
想
は

ど
う
で
す
か
。

答	�

副
市
長　

住
民
自
ら
が
危
険
個
所
を
把

握
し
、
地
図
に
落
と
し
込
み
、
危
険
個

所
を
共
通
の
認
識
と
し
て
情
報
を
共
有

し
、
自
助
、
共
助
の
意
識
を
高
め
て
い
く

取
組
は
地
域
の
防
災
力
向
上
に
役
立
つ

す
ば
ら
し
い
取
組
だ
と
思
い
ま
す
。

問	�

理
論
上
最
大
ク
ラ
ス
の
地
震
に
よ
る
坂

手
港
湾
の
状
況
及
び
津
波
避
難
場
所
は

ど
こ
で
す
か
。

答	�

総
務
課
副
参
事　

坂
手
漁
港
で
最
大
津

波
高
７
ｍ
、
30
セ
ン
チ
到
達
時
間
24
分
と

想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
指
定
津
波
避
難

場
所
は
、
林
昌
寺
境
内
と
旧
坂
手
小
学
校

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
町
で
決
め
た
避
難
場
所

は
あ
や
め
館
で
す
。

問	�

坂
手
町
内
の
管
路
全
体
の
耐
震
化
率
は

１
．３
％
で
、上
水
道
供
給
機
能
の
確
保
対

策
が
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。管
路
の
耐

震
化
工
事
の
早
期
実
現
と
耐
震
性
貯
水
槽

の
必
要
性
に
つ
い
て
見
解
は
ど
う
で
す
か
。

答	�

市
長　

離
島
や
沿
岸
部
は
災
害
時
に
孤

立
す
る
場
所
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
坂
手

地
区
は
耐
震
化
率
が
悪
い
で
す
が
、
重

点
的
に
管
路
整
備
を
進
め
、
貯
水
槽
の

今
後
の
最
適
化
を
見
つ
け
る
よ
う
に
町

内
会
と
も
話
し
合
い
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

副
市
長

地
域
防
災
力
の
向
上
に

役
立
つ
取
組
だ
と

思
い
ま
す

白
木
町
の
自
主
防
災
会
の
取
組
は

一般質問
これが問いたい ● ここが聞きたい

日程 議員氏名 項目

３月３日（火）

南
みなみ

川
がわ

則
のり

之
ゆき 南海トラフ地震対策の強化に向けた取組みについて

戸
と

上
がみ

　健
けん 排外主義に対する市長の基本姿勢について

市民の暮らしを応援する３つの提案

木
きの

下
した

順
じゅん

一
いち 市長公約「鳥羽 未来への約束」④「災害から鳥羽を守る」南海トラフ地震を前提とした

事前防災及び事前復興計画について

五
い が ら し

十嵐ちひろ
改正民法施行に伴う「共同親権」導入への市の対応について
女性や子どもが安心できる避難生活の実現に向けて

３月４日（水）

濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ 鳥羽市における教育の可能性と切れ目のない支援体制について

世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで 選挙の投票率向上策について

子育て世帯の支援策について

坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ 本市の安心安全なまちづくり

世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと 市長が掲げた選挙公約への取り組み及び私のこれまでの一般質問における市の

答弁に対するその後の対応や進捗状況について

３月３日・４日に８人の議員が一般質問を行いました。
質問と答弁の概要をお知らせします。
※一般質問、議案質疑の原稿は議員本人の文責です。

各議員の動画はこちらからご覧いただけます↑

白木町自主防災会主催の防災訓練
災害時に予測される危険個所マップを掲載
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木
きの

下
し た

順
じゅん

一
い ち

問	�

木
造
住
宅
耐
震
化
の
制
度
は
あ
る
が
、
現

実
に
は
相
談
や
診
断
が
あ
っ
て
も
改
修

工
事
の
実
績
に
結
び
つ
き
に
く
い
状
況

に
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
、
安
価
に
施
工

可
能
な
低
コ
ス
ト
工
法
の
周
知
や
整
備

を
進
め
る
こ
と
で
、
自
己
負
担
を
抑
え
補

助
金
の
範
囲
内
で
耐
震
工
事
が
完
結
し
、

市
民
が
不
安
な
く
改
修
に
踏
み
切
り
や

す
い
環
境
を
早
急
に
つ
く
る
こ
と
が
、
停

滞
す
る
住
宅
の
耐
震
補
強
を
前
進
さ
せ

る
重
要
な
案
件
と
考
え
る
が
、
副
市
長

の
認
識
を
伺
い
ま
す
。

答	�

副
市
長　

耐
震
補
強
工
事
に
お
け
る
低

コ
ス
ト
工
法
の
導
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、

三
重
県
で
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
事
業

で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
自
己
負
担
が
な

く
補
助
金
の
範
囲
内
で
工
事
が
で
き
る

の
で
あ
れ
ば
、
事
業
も
進
捗
す
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
三
重
県
の
令
和
８

年
度
予
算
案
で
は
、
耐
震
補
強
工
事
の

低
減
を
図
る
た
め
、
精
密
診
断
法
に
よ

る
耐
震
補
強
設
計
及
び
低
コ
ス
ト
工
法

の
講
習
会
も
開
催
す
る
と
謳う

た

っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
三
重
県
と
協
力
し
、
耐
震

化
の
推
進
を
図
る
よ
う
担
当
課
に
指
示

し
ま
す
。

問	�

住
宅
の
耐
震
化
は
命
を
守
る
、
命
を
助

け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
防
災
の
柱
と

位
置
付
け
て
取
り
組
む
考
え
が
あ
る
か

伺
い
ま
す
。

答	�

市
長　

建
築
物
の
耐
震
化
は
非
常
に
大

事
で
あ
り
、
防
災
の
柱
と
し
て
位
置
付
け

る
べ
き
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
事
前
防
災

の
大
事
な
鍵
と
な
る
た
め
、
有
利
な
補

助
事
業
も
活
用
し
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

市
長防

災
の
柱
と
し
て

推
進
し
ま
す

木
造
住
宅
耐
震
化
を
前
へ

戸
と

上
がみ

健
けん

問	�

物
価
高
か
ら
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
、
特

に
子
育
て
分
野
に
つ
い
て
三
つ
の
提
案
を

し
ま
す
。
ま
ず
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
の

窓
口
無
料
化
に
つ
い
て
、
市
長
の
思
い
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答	�

市
長　

鳥
羽
市
の
少
子
化
は
最
重
要
課

題
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
多
岐
に
渡
る

子
育
て
支
援
の
中
で
、
18
歳
ま
で
の
窓
口

無
料
化
に
つ
い
て
は
、
今
回
９
月
か
ら
実

施
と
い
う
こ
と
で
予
算
を
上
げ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

問	�

次
に
、
国
保
税
の
子
ど
も
均
等
割
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
、
市
長
の
ご
見
解
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

答	�

市
長　

国
保
税
は
必
ず
し
も
対
象
世
帯
が

多
く
な
い
た
め
、
一
般
会
計
か
ら
お
金
を

入
れ
る
の
は
趣
旨
が
違
う
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
お
り
、
子
育
て
支
援
と
し
て
は

ふ
さ
わ
し
く
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問	�

最
後
に
、
学
童
保
育
の
利
用
料
無
料
化
に

つ
い
て
で
す
。ひ
と
り
親
世
帯
に
と
っ
て
、

学
童
保
育
の
利
用
料
は
月
額
７
０
０
０

円
、年
間
８
万
４
０
０
０
円
に
な
り
ま
す
。

無
料
化
も
し
く
は
軽
減
を
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

答	�

市
長　

小
学
生
の
数
で
大
体
７
０
０
人
強

と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
１
２
０
人

で
す
の
で
５
分
の
１
弱
、
こ
こ
の
と
こ
ろ

へ
は
広
く
手
厚
く
で
は
な
く
、
狭
く
手
厚

く
が
ひ
と
り
親
世
帯
へ
の
無
償
化
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

の
検
討
課
題
で
す
。

市
長９

月
か
ら
実
施
で

予
算
を
上
げ
さ
せ
て

い
た
だ
い
た

18
歳
ま
で
の
医
療
費
の

窓
口
無
料
化
を
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濱
はま

口
ぐち

正
まさ

久
ひさ

問	�

未
就
学
児
の
う
ち
、
ど
れ
だ
け
の
児
童

が
保
育
所
や
幼
稚
園
を
利
用
し
て
い
ま

す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

令
和
７
年
４
月

１
日
現
在
、０
歳
か
ら
５
歳
児
ま
で
の

児
童
人
口
３
６
８
人
に
対
し
、保
育
所

が
２
９
６
人
、幼
稚
園
が
27
人
で
、合
計

３
２
３
人
、約
88
％
の
児
童
が
利
用
し
て

い
ま
す
。ま
た
、０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
児

童
で
は
、人
口
１
４
５
人
の
う
ち
、保
育
所

へ
の
入
所
は
１
０
１
人
で
、利
用
率
は
60
．

４
％
で
し
た
。

問	�

３
歳
児
未
満
の
保
育
料
を
無
償
に
し
た
場

合
の
対
象
者
、
金
額
は
ど
う
で
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

令
和
６
年
度
の

実
績
で
換
算
す
る
と
、
０
歳
か
ら
２
歳
ま

で
の
入
所
児
童
１
１
０
人
の
う
ち
、
保
育

料
負
担
は
54
人
で
、
保
育
料
の
決
算
額
は

１
１
７
７
万
９
０
０
０
円
で
す
。

問	�

伊
勢
市
が
行
っ
て
い
る
、
経
済
的
な
理
由

で
学
習
支
援
が
制
限
さ
れ
が
ち
な
子
ど
も

た
ち
に
対
し
、
学
習
塾
や
習
い
事
の
教
育

サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
費
用
に
つ
い
て
、
就

学
援
助
受
給
世
帯
に
年
間
６
万
円
を
支
援

す
る
ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ
ン
制
度
を
鳥
羽
市

が
導
入
し
た
場
合
の
対
象
者
は
ど
の
く
ら

い
で
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

令
和
７
年
度
に

お
け
る
中
学
生
の
就
学
援
助
受
給
世
帯

を
参
考
に
対
象
者
を
算
出
す
る
と
、
概

ね
60
人
か
ら
70
人
程
度
で
あ
る
と
見
込

ま
れ
ま
す
。

意
見 �

学
び
の
保
障
を
す
る
た
め
に
、ぜ
ひ
ク
ー

ポ
ン
の
導
入
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課
副
参
事

60
人
か
ら
70
人
程
度
で

あ
る
と
見
込
ま
れ
る

ス
タ
デ
ィ
ク
ー
ポ
ン
制
度
を

導
入
し
た
場
合
の
対
象
者
は

問	�

共
同
親
権
に
な
る
こ
と
で
、
子
ど
も
の
監

護
に
つ
い
て
、
親
同
士
が
話
し
合
っ
て
決

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
出
て
き
ま

す
。
中
学
卒
業
時
の
進
路
選
択
で
、
両
親

の
意
見
が
分
か
れ
た
場
合
の
対
応
は
ど
う

な
り
ま
す
か
。

答	�

学
校
教
育
課
長　

共
同
親
権
が
導
入
さ

れ
た
場
合
に
お
き
ま
し
て
も
、
中
学
校
卒

業
後
の
進
路
選
択
は
子
ど
も
の
将
来
に

関
わ
る
重
要
な
事
項
で
あ
り
、
原
則
と
し

て
、
親
権
者
間
の
協
議
に
よ
り
決
定
さ

れ
る
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
学
校
が
い

ず
れ
か
の
意
向
を
判
断
し
選
択
す
る
立

場
に
は
な
く
、
あ
く
ま
で
親
権
者
間
で
の

合
意
が
前
提
と
な
り
ま
す
。

問	�

共
同
親
権
は
離
婚
し
た
親
の
も
と
に
育
つ

子
ど
も
の
利
益
の
た
め
に
作
ら
れ
た
制
度

で
す
。
子
ど
も
た
ち
の
利
益
を
考
え
る
な

ら
ば
、
本
来
、
最
初
に
手
を
つ
け
る
べ
き

は
養
育
費
の
確
保
で
す
。
養
育
費
確
保
支

援
事
業
な
ど
実
効
性
の
あ
る
支
援
策
を
講

じ
る
考
え
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

養
育
費
は
、
子
ど

も
が
健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
た
め
に
必

要
な
生
活
費
で
あ
り
、
養
育
費
の
不
払
い

は
子
ど
も
の
貧
困
に
直
結
す
る
深
刻
な
問

題
で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

市
で
は
養
育
費
の
立
て
替
え
や
保
証
料
の

支
援
に
係
る
補
助
は
実
施
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
県
内
市
町
の
状
況
や
国
の
動
向
等

を
踏
ま
え
、
必
要
な
支
援
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

五
い が ら し

十嵐ちひろ

健
康
福
祉
課
副
参
事

必
要
な
支
援
に
つ
い
て

研
究
し
て
い
き
た
い

養
育
費
確
保
支
援
事
業
な
ど
を

講
じ
る
考
え
は
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坂
さか

倉
くら

広
ひろ

子
こ

問	�

通
学
路
等
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
合
同

点
検
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
の
観
点
を
交

え
た
実
効
性
を
伴
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い

ま
す
か
。

答	�

市
民
課
長　

協
議
会
で
合
同
点
検
の
実

施
場
所
を
決
定
し
、
警
察
署
、
教
育
委

員
会
、
地
元
自
治
会
等
に
よ
る
現
場
で

の
点
検
を
実
施
し
た
う
え
で
対
策
を
検

討
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鳥
羽
市
通
学
路

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
お
い
て
も
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
明
記
が
な
さ

れ
て
お
り
、
新
規
の
危
険
個
所
に
つ
い
て

も
確
実
に
把
握
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問	�

加
茂
中
学
校
が
鳥
羽
中
央
中
学
校
に
統
合

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
通
学
路
が
変
わ
る

子
ど
も
や
保
護
者
の
方
な
ど
か
ら
心
配
す

る
声
を
聞
い
て
い
ま
す
。
改
善
等
の
対
処

を
行
っ
た
部
分
は
あ
り
ま
す
か
。

答	�

建
設
課
長　

こ
の
春
か
ら
安
心
し
て
新

し
い
鳥
羽
中
央
中
学
校
へ
通
学
で
き
る
よ

う
、
市
道
森
崎
村
山
線
に
お
け
る
歩
道
の

拡
幅
工
事
や
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
の
敷
設
、

鳥
羽
消
防
本
部
前
な
ど
へ
の
横
断
歩
道
や

複
数
の
街
灯
を
設
置
す
る
な
ど
の
改
善
を

図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

答	�

教
育
長　

４
月
か
ら
新
し
く
通
う
中
学
校

が
う
ま
く
ス
タ
ー
ト
し
て
、
子
ど
も
た
ち

が
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
で
し
っ
か
り
と
新
た

な
学
び
を
し
て
い
け
る
よ
う
に
、
教
育
行

政
に
携
わ
る
者
と
し
て
一
生
懸
命
や
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

市
民
課
長

現
場
で
の
点
検
を

実
施
し
た
う
え
で

対
策
を
検
討
し
て
い
る

通
学
路
等
の
安
全
対
策
は

鳥羽中央中学校の通学路に敷設された
グリーンベルト

問	�

市
民
が
積
極
的
に
政
治
に
参
加
す
る
た
め

に
は
、選
挙
へ
の
投
票
行
動
が
重
要
で
す
。

投
票
す
る
市
民
の
利
便
性
を
図
る
た
め
、

市
内
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
へ
の
期
日

前
投
票
所
開
設
に
つ
い
て
、
市
長
の
考
え

を
伺
い
ま
す
。

答	�

市
長　

二
重
投
票
を
ど
う
や
っ
て
防
ぐ
か

を
検
討
し
な
が
ら
、
期
日
前
の
投
票
も
含

め
て
た
く
さ
ん
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

や
っ
て
い
く
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

問	�

来
年
４
月
の
統
一
地
方
選
挙
に
間
に
合
う

の
か
お
伺
い
し
ま
す
。

答	�

市
長　

ク
リ
ア
す
べ
き
点
が
ク
リ
ア
で

き
れ
ば
、
ご
提
案
の
よ
う
に
実
施
で
き
る

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

問	�

多
子
世
帯
の
支
援
策
は
ど
う
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
か
。

答	�

健
康
福
祉
課
副
参
事　

本
市
で
は
、
多
子

世
帯
に
特
化
し
た
サ
ー
ビ
ス
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
が
、
第
２
子
目
以
降
の
保
育
料
等
の

無
償
化
の
ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
も
軽
減
措
置
を
講
じ
て
い
ま
す
。

問	�
家
事
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
食
器
洗
浄

機
、
洗
濯
乾
燥
機
な
ど
の
購
入
支
援
を
し

て
は
ど
う
で
す
か
。

答	�

市
長　

若
い
女
性
が
こ
れ
か
ら
子
育
て
し

た
い
、
結
婚
し
て
鳥
羽
に
住
み
た
い
方
が

ど
ん
な
思
い
を
持
っ
て
い
る
か
を
聞
き
、

こ
う
い
う
サ
ー
ビ
ス
が
い
る
と
い
う
こ
と

で
あ
れ
ば
前
向
き
に
や
っ
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

世
せ

古
こ

安
やす

秀
ひで

市
長や

っ
て
い
く
方
向
で

考
え
て
い
き
た
い

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
の

期
日
前
投
票
所
の
開
設
は

市
長

 �

若
い
女
性
の
思
い
を
聞
い
て

 

前
向
き
に
や
っ
て
い
き
た
い

食
器
洗
浄
機
な
ど
の
購
入
支
援
は

子育て世帯の家事を応援する食器洗浄機
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豪雨による池中地区の道路冠水状況

問	�

市
長
が
選
挙
公
約
で
掲
げ
た
「
若
者
世

帯
の
住
宅
取
得
に
補
助
金
」
に
つ
い
て
、

進
捗
状
況
は
ど
う
で
す
か
。

答	�

企
画
財
政
課
副
参
事　

企
画
財
政
課
内
で

複
数
回
協
議
を
行
い
、
空
き
家
の
建
て
替

え
を
含
む
改
築
等
の
補
助
事
業
と
し
て
令

和
８
年
度
当
初
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

問	�

空
き
家
を
活
用
し
た
こ
の
事
業
が
、
市
長

公
約
の
住
宅
取
得
補
助
事
業
な
の
で
す
か
。

ま
た
、
市
長
の
今
後
更
な
る
対
策
の
考
え

は
ど
う
で
す
か
。

答	�

市
長　

国
の
事
業
も
あ
り
ま
す
が
、
市
単

独
と
し
て
企
画
財
政
課
に
指
示
し
、
一
定

の
予
算
計
上
を
し
ま
し
た
。
当
初
予
算
で

は
思
う
よ
う
な
も
の
が
組
め
て
い
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
今
後
し
っ
か
り
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問	�

令
和
６
年
度
の
現
地
調
査
の
結
果
と
進
捗

状
況
は
ど
う
で
す
か
。

答	�
建
設
課
長　

ポ
ン
プ
排
水
量
を
増
強
し
た

４
つ
の
対
策
案
で
調
整
中
で
し
た
が
、
更

な
る
調
査
が
必
要
と
判
明
し
た
た
め
、
そ

の
内
容
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

問	�

新
た
な
調
査
に
向
け
、
今
後
の
冠
水
対
策

を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
き
ま
す
か
。

答	�

副
市
長　

既
設
の
暗あ
ん

渠き
ょ

排
水
管
の
調
査

の
実
施
に
向
け
今
後
予
算
計
上
を
行
い
、

そ
の
調
査
結
果
を
踏
ま
え
町
内
会
と
方

向
性
を
協
議
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

世
せ

古
こ

雅
まさ

人
ひと

市
長市

単
独
と
し
て
一
定
の

予
算
計
上
を
し
た

選
挙
公
約
の

「
若
者
世
帯
の
住
宅
取
得
補
助
」は

　視察日
　令和８年１月 21 日（水）～ 22 日（木）
　視察先

議会運営委員会では、次のとおり行政視察を行いました。

▶ 議会運営委員会行政視察報告

兵庫県高砂市
（高砂市議会ハラスメント防止条例について）

岡山県備前市
（修正動議の提出について）

副
市
長

 �

今
後
予
算
計
上
を
行
い
、
調
査
結
果
を

踏
ま
え
町
内
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い

相
差
町
池
中
地
区
の
冠
水
対
策
の

状
況
は
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編集後記
　わたしの議会。（とば市議会だより）第195号をお届けします。
　３月議会では、子ども医療費の無償化拡大や高齢者向け交通パスの創
設、鳥羽市中小企業・小規模企業振興条例の制定など、多くの市民が望んで
きたことが形になりました。
　また、長年廃墟となっているパールビルの用地購入予算も成立しました。
税金が投入される以上、市民にとっても観光客にとっても「あってよかった」と
思える場所になるよう、議会としてしっかりチェック機能を果たしていきます。
　鳥羽のまちがこれからどうなっていったらいいか、ぜひみなさんも考えて、
周りの人と話してみてくださいね。
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傍聴してみませんか？
　本会議や委員会は原則公開されて
おり、傍聴が可能となっています。
ぜひ実際の議会中の空気を感じてみ
てください。

令和８年６月議会のご案内

※�会議日程は変更する場合があります。開催時刻等、詳細は市議会カレンダー（上記QRコード）
よりご確認ください。
　なお、一般質問の日程は質問者の人数により次のとおり変動します。
◦質問者が5人以下の場合→1日間（6月9日のみ）
◦質問者が6人以上～ 10人以下の場合→2日間（6月9日・10日）
◦質問者が11人以上の場合→3日間（6月9日・10日・11日）


